



























































。 2 km 35.滝 浜


























農家総数 l農家 畑地率 耕地 農業粗生産額に占める割合 耕地10 l農家 専業農
( )は農家事 当り経 利用率 米 麦、雑 畜産 工芸作 a当り 当り農 家率
営耕地 穀、豆、 物 農業組 産物販
面積 いも 生産額 ヲτ土'C~ノ~~置5貝'" 
戸% ha % % % % % % 千円 千円 % 
旭村 1761 (86.8) 1.37 85.8 180 20.9 40.8 18.3 12.0 28 211 72.8 
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の 1.528人が1980年には 17.502人へと 11.5倍に、また製造品出荷額は、 1960~80年の20年間に


























































































1977-86年| 農村集落センゲー整備事業 | 農村集部センター 7ヶ所 I 12.620 
1978年 l 高能率集[.t!特別対策事業 l 野来集侍所l棟 787 
1978-81年| 農村地域 l業導入特別対策事業 | 野菜集荷所 l棟、農業就業センタ一、岡場整備2.3ha I 3. 600 




1980-86年| 新毘業構造州事業 |糊7.5ha、L:{i曲i整理6.3haおよび暗渠排水15.1ha、キャリング I 65.706 
合庫1棟、堆肥舎10棟、堆肥盤30基、野菜選荷所 l棟、集落セン
デ-5ヶ所、 トレンチャー 14台、堀取機9台等
1981年 | 良川I地利附増j!t特別対策事業 |区画整理6.3ha等 I 5.650 




1984-86年| 霞ヶirl水質i争化畜産環境対策事業 |堆肥舎l棟、バキュームカ-2台、 トレンチャー 2台等 I 1.313 
1985-前年| 地域農業拠点整備事業 |畑地かんがし、施設、集落センター lヶ所、堆肥盤30基等 I 10.246 
























対アムスメロンの栽培面比は 7: 3 )を営んでいるのである口 この農家は、この集約化の中で、
家計補助的に、または肥料の供給源としても飼養していた養豚部門を放棄したのである O また
C農家は、従来からの畑作プラス家計補助的な養豚経営から、 1960年代以降養豚部門の拡大に
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これに伴って l戸当り甘しょ栽培可能面積は拡大し、栽培面積が 5ha 以上という甘しょ専作





























計画策定年度 計 岡 名 計 画 内 容 指定地域
1973年 旭村農業振興地域整備計画 優良農用地の確保拡大 村全域
1979年 旭村豚改良生産団地計画 優良豚の振興 指定種豚場
1980~83年 地区再編農業構造改善事業 野菜選荷施設、集落センター、基盤整 鹿田・大沼、箕輪
備、キャリング、 トラクター 造谷地域
1981年 旭村酪農近代化計画 酪農経営の近代化および合理化対策の推進 村全域
1982年 新地域農業生産総合対策事業 トラクター・堆肥盤・堆肥舎 村全域















農家総数 l農家当 借入耕地 請負耕作 農産物組生産額順位と構成 1985年
( )は農家 り耕地面 のある農 委託農家 l 位 2位 3位
ヰ←ふ4ユ 積 家率 率
月事 メロン 甘しょ
)i (万Ji)(%) ha % % % % % 
旭 十 l唱599(6.6) l. 51 11. 9 12.2 34.7 19.6 15.3 
全 国 438m.5) 1.23 18.1 26.4 7.9 0.6 1.0 
一
施設園 豚飼養 耕作放 耕地 耕地10 l農家 農産物 農序:物販 男子農業 専業農
芸農家 農家率 棄地の 利用率 a当り 当り農 の販売 完全額が 専従者が 率
率 ある農 農業所 業所得 のない 30万fIl2人以上
家率 得 農家率 以上農家 農家率
法寸f 
% % % % 万I1J 万I[J 弘 % % 
旭 村 42.7 7.0 1.0 102 20.6 357 3.2 47.7 27.9 50.5 
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%および42.4%と高いものとなっている O 一方、甘しょ、野菜、稲等が販売金額の第 l位部門
を占める農家の割合が、かなりの比率を占めている地域では、施設園芸の占める割合は低位で




























































岐に渡っている O その販売については、 1農家当り販売作目および畜日数3.7にみられるように、














4.00 l.35 0.90 
ha ha ha 家
層 層 層 層
農家数 戸 3 43 19 16 12 7 93 1，599 
l農家当り経営耕地総面積 ha 6.97 2.13 1.14 0.58 0.16 0.50 1.56 1. 51 
1980~85年経営耕地面積増加農家率 % 100.0 60.5 21.1 25.0 8.3 40.9 
1980~85年経営耕地面積増加倍率 倍 1.93 1.1 0.87 0.79 0.27 0.94 1.06 
専業農家率 号令 100.0 76.8 31. 6 12.5 16.7 28.6 49.5 50.5 
第l種恒常的雇傭勤務兼業農家率 % 11.6 5.2 6.2 14.3 7.5 15.5 
第1種日雇兼業農家率 % 9.3 15.8 7.5 4.9 
第 1種その他の自営兼業農家率 % 5.3 1.1 1.0 
第2種恒常的雇情勤務兼業農家率 % 2.3 26.3 56.3 50.0 42.8 22.6 16.2 
第2種目雇兼業農家率 % 15.8 6.2 16.7 14.3 6.4 5.8 
第2種その他の自営兼業農家率 % 18.8 16.6 5.4 5.4 
水田率 % 10.3 13.6 18.0 20.2 54.6 12.9 14.7 15.6 
l戸当り田経営面積 ha 0.72 0.29 0.20 0.12 0.09 0.06 0.23 0.23 
l戸当り畑地経営面積 ha 2.88 1.82 0.86 0.46 0.07 0.42 1.20 1.25 
借入耕地のある農家事 % 66.7 7.0 5.3 6.3 14.3 7.5 11.9 
貸付耕地のある農家率 % 66.7 2.3 5.3 25.0 33.3 14.3 12.9 8.4 
請負耕作を請負わせた農家率 % 33.3 2.3 15.8 25.0 8.3 42.9 10.8 12.2 
山林保有農家率 % 100.0 25.6 21.1 6.3 16.7 22.6 20.8 
l戸当り収穫総面積 ha 3.42 2.34 1.18 0.55 0.15 0.50 1.55 1.60 
収穫作目および飼養畜目総数 目 9.3 8.1 5.4 4.4 4.3 3.1 6.5 
うち販売作目および畜目数 目 3.7 5.6 3.9 2.3 0.7 1.9 4.0 
l戸当り稲収穫面積 ha 0.23 0.31 0.33 0.10 0.09 0.06 0.25 0.25 
l戸当り野菜収穫面積 ha 0.20 0.84 0.26 0.18 0.02 0.19 0.48 0.56 
1戸当りいも類収穫面積 ha 2.96 0.81 0.34 0.18 0.02 0.18 0.57 0.56 
l戸当り豆類収穫面積 ha 0.01 0.13 0.12 0.09 0.02 0.06 0.10 0.09 
施設園芸を営む農家率 % 33.3 72.1 31.6 40.9 42.7 
1戸当り耕転機・トラクタ一所有台数 4口、 2.67 l.98 1.53 0.94 0.25 0.29 1.51 1.61 
l戸当り 15馬力以上トラクタ一所有台数 4口品、 1.33 0.77 0.26 0.13 0.47 0.49 
1戸当り防除機所有台数 4口a、 0.33 0.60 0.32 0.13 0.08 0.39 0.45 
l戸当り田植機所有台数 4口、 0.30 0.32 0.20 0.18 
l戸当り 16議以上家族員数 人 4.0 4.3 3.4 3.1 3.0 3.0 3.7 3.9 
l戸当り農業従事者数 人 3.3 3.4 ~~.8 2.3 1.7 1.86 2.8 3.0 
l戸当り農業専従者数 人 2.0 2.5 1.3 0.8 0.3 0.4 1.6 1.9 
l戸当り臨時雇・手間替・ゆい・手伝い雇入れ延人数人/日 125 3.6 0.7 0.6 6.0 5.6 
l戸当り兼業従事者数 人 0.3 l.2 1.8 1.6 1.0 0.9 0.9 
うち恒常的勤務兼業従事者の占める割合 % 50.0 50.0 67.9 47.4 71.4 55.6 56.4 
日雇兼業従事者の占める割合 % 50.0 40.9 31.3 31.6 28.6 32.1 32.3 
農産物販売金額が700万円以上の農家率 % 100.0 20.9 5.3 12.5 16.1 12.3 
100万円未満の農家率 % 21.1 62.5 100.0 85.7 28.0 22.6 
販売金額割合のる
雑穀・いも類・旦類 害リ 5.7 3.1 3.5 5.6 2.5 3.0 3.6 
野菜 害リ 0.3 3.3 1.8 2.0 4.0 2.2 
施設園芸 割 2.8 l.4 1.6 
に占均平
干雨 書リ 。噌7 0.6 2.4 l.2 2.5 l.3 
養豚 害リ 1.2 。.2 0.2 
め その他 割 3.3 0.2 0.9 0.8 1.3 0.6 



































































次いでo. 90~ 1 .35ha層の検討に移りたい口この層の 1農家当り平均経営耕地面積は1.14haと、
本村農家の平均1.51haをかなり下廻る水準となっている口また l農家当り経営耕地面積の1980
~85年の動向をみると、増加した農家の割合は21. 1%にしか過ぎず、同期の l 農家当り耕地面
積は0.87倍と経営の縮小化傾向は否めない口
その耕地は、畑地が0.86haと圧倒的な割合を占め、水田は0.20ha、水田率は18.0%となって



































































































結婚が目立つのである O ちなみに1987年において当村に在住する 20~36歳の未婚女性353人の年
齢階級別構成をみると、第 6 表のように20~24歳が66.6% と未婚女性の%を、 25~29歳が27.2
%とほぼ括を占め、 30~36歳台は3.8%に過ぎなし」一方、男子農業後継者の場合、 20~36歳
の独身者450人中42ι%を 20~24歳が、 25---29歳が32.9%を占めるが、30~36歳も 24.7% と、独身
者のほ'l'Xをも占めているのである O 未婚男子農業後継者が村内の同年齢者に占める割合をみ




男女比は、 20~24歳および25---29歳台ではともに0.91 と女性上位を示すのに対し、 30---36歳台
- 50-
大都市周辺地域における農業の現段階的存立形態




20~24歳 25~29歳 30~36歳 i口~ 計
①未婚男子農業後継者 (構成比) 人(%) 191 (42.4) 148 (32.9) 111 (24.7) 450000.0) 
(未婚男子農業後継者の村内同年齢者に占める割合)(%) (69.5) (49.3) (16.7) (36.3) 
②未婚女性者 (構成比) 人(%) 235 (66.6) 96 (27.2) 22 ( 6.2) 353(100.0) 
(未婚女性の同年齢者に占める割合) (%) (78.1) (29.3) ( 3.8) (29.5) 
③①/② 0.81 1.54 5.05 1.27 











トである口 1983~86年の最近 4 年間において成立した 162組を出身地別にみると、第 8 図のように
なる O やはり旭村出身者が38組と最大を占め、その比率は23.5%とほぼ対となっている口次い
で、隣接する鉾田町が25組、茨城町が16組、大洗町が10組と続き、隣接3町村のそれは、51組で











地 車或 組成立件(%数) 
旭 キナ 38 ( 23.5) 
隣接 3町村 51 ( 3l. 5) 
県内25市町村 66 ( 40.7) 
県 空ト 7 ( 4.3) 
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